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「
高
血
圧
ゼ
ロ
の
ま
ち
」

モ
デ
ル
タ
ウ
ン
宣
言
式
を
行
い
ま
し
た

　
日
本
高
血
圧
学
会
が
主
催
の
「
高
血
圧
ゼ
ロ
の

ま
ち
」
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
事
業
に
応
募
し
、
播
磨
町

が
東
播
磨
地
域
で
初
め
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　
高
血
圧
は
、
脳
血

管
疾
患
や
心
臓
病
・

腎
臓
病
の
最
大
の
危

険
因
子
で
あ
り
、
平

均
寿
命
や
健
康
寿
命

の
延
伸
に
お
い
て
高

血
圧
の
予
防
と
適
切

な
血
圧
管
理
が
極
め

て
重
要
で
す
。
播
磨
町
で
も
、
透
析
患
者
の
約
９

割
が
高
血
圧
を
合
併
し
腎
不
全
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
高
血
圧
学
会
の
会
員
で
、
播
磨
町
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
中
田
邦
也
さ
ん
（
加
古
川
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
理
事
長
　
医
師
）
は
、
モ
デ
ル
タ

ウ
ン
承
認
書
を
町
長
に
手
渡
し
、
「
日
ご
ろ
か
ら

減
塩
を
心
が
け
る
こ
と
や
血
圧
測
定
を
し
て
体
調

管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切
。
早
め
に
受
診
を
す
る

こ
と
で
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
も
重
要
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

問
健
康
福
祉
課
健
康
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
６
１
１

ハ
リ
マ
防
災
株
式
会
社
様
か
ら
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た

　
ハ
リ
マ
防
災
株
式
会
社
（
本
社
所
在
地
：
明
石

市
）
様
か
ら
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
10

万
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ハ
リ
マ
防
災
株
式
会
社
様
か
ら
の
ご
寄
附
は
、

今
回
で
「
３
回
目
」
で
す
。

　
ご
支
援
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
た
め
、
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
寄
附
金
は
「
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ

る
「
ま
ち
」
を
創
る
事
業
」
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
企
画
課
政
策
調
整
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
５
６

今年も素晴らしい作品が数多く応募されました

「
第
16
回
　
播
磨
町
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
者

　
奨
励
賞
以
上
に
入
選
さ
れ
た
方
に
向
け
て
、
２

月
14
日
に
表
彰
状
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
８
４
３
作
品
の
中
か
ら
、
57
作
品
が

入
選
し
ま
し
た
。

問
播
磨
町
立
図
書
館

☎
０
７
９-

４
３
７-
４
５
０
０

受
賞
者
一
覧
（
敬
称
略
）

《
町
長
賞
》

●
小
学
生
の
部
　

　
大
崎
　
真
央
（
播
磨
小
学
校
６
年
生
）※

　
下
山
　
皐
　
（
播
磨
南
小
学
校
５
年
生
）※

　
金
澤
　
陸
真
（
播
磨
南
小
学
校
４
年
生
）※

《
教
育
長
賞
》

●
小
学
生
の
部

　
古
瀬
　
結
基
（
播
磨
小
学
校
６
年
生
）※

　
細
川
　
釉
菜
（
蓮
池
小
学
校
４
年
生
）※

　
池
本
　
岳
　
（
蓮
池
小
学
校
２
年
生
）※

●
子
ど
も
と
大
人
の
部

　
市
毛
　
芹
佳
、
市
毛
　
亜
由
美

　
　
　
　
　
　
（
蓮
池
小
学
校
２
年
生
）※

《
図
書
館
長
賞
》

●
小
学
生
の
部
　

　
山
本
　
梨
愛
（
播
磨
小
学
校
５
年
生
）※

　
髙
橋
　
紀
帆
（
播
磨
西
小
学
校
５
年
生
）※

　
堺
　
惟
登
　
（
播
磨
小
学
校
４
年
生
）※

　
角
本
　
琴
音
（
播
磨
南
小
学
校
４
年
生
）※

《
審
査
委
員
会
賞
》

●
小
学
生
の
部

　
古
瀬
　
生
真
（
播
磨
小
学
校
４
年
生
）※

　
梅
本
　
新
菜
（
播
磨
南
小
学
校
３
年
生
）

　
佐
伯
　
楓
美
（
蓮
池
小
学
校
３
年
生
）

　
橋
本
　
詩
　
（
播
磨
西
小
学
校
２
年
生
）

問

町内外から1,400人を超えるランナーが参加！

《
ジ
ョ
セ
フ
・
ヒ
コ
賞
》

●
中
学
生
の
部
　

　
大
西
　
莉
宇
　
（
播
磨
中
学
校
１
年
生
）

《
は
り
ま
未
来
賞
》

●
小
学
生
の
部
　

　
本
山
　
葵
　
　
（
播
磨
小
学
校
６
年
生
）

　
淺
原
　
琉
生
　
（
播
磨
南
小
学
校
６
年
生
）※

《
奨
励
賞
》

●
大
人
の
部

　
大
西
　
一
也
　
（
播
磨
町
）※

●
小
学
生
の
部

　
小
倉
　
夏
帆
　
（
播
磨
南
小
学
校
６
年
生
）

　
池
本
　
峻
　
　
（
蓮
池
小
学
校
５
年
生
）

　
西
村
　
咲
玖
　
（
播
磨
小
学
校
４
年
生
）

　
清
水
　
心
莉
　
（
播
磨
南
小
学
校
４
年
生
）

　
鷲
野
　
永
奈
　
（
播
磨
南
小
学
校
４
年
生
）

　
中
原
　
蓮
斗
　
（
播
磨
小
学
校
３
年
生
）

　
筒
井
　
ひ
な
た
（
播
磨
南
小
学
校
３
年
生
）

　
山
本
　
芽
依
　
（
蓮
池
小
学
校
２
年
生
）

《
佳
作
》

●
大
人
の
部

　
井
上
　
晴
喜
　
（
播
磨
町
）

●
中
学
生
の
部

　
今
井
　
美
優
　
（
播
磨
中
学
校
３
年
生
）

　
稲
﨑
　
友
菜
　
（
播
磨
中
学
校
２
年
生
）

●
小
学
生
の
部

　
井
元
　
姫
奈
　
（
播
磨
小
学
校
６
年
生
）

　
村
津
　
柚
花
鈴
（
播
磨
小
学
校
６
年
生
）

　
村
上
　
漣
　
　
（
播
磨
南
小
学
校
６
年
生
）

　
岡
田
　
心
実
　
（
蓮
池
小
学
校
６
年
生
）

　
北
芝
　
葵
　
　
（
蓮
池
小
学
校
６
年
生
）

　
上
田
　
海
里
　
（
播
磨
小
学
校
５
年
生
）

　
空
　
朋
輝
　
　
（
播
磨
小
学
校
５
年
生
）

　
福
井
　
稜
　
　
（
播
磨
小
学
校
５
年
生
）

　
渡
邊
　
藍
香
　
（
播
磨
小
学
校
５
年
生
）

問

　
太
田
　
愛
美
　
（
播
磨
南
小
学
校
５
年
生
）

　
坂
井
田
　
望
未
（
播
磨
南
小
学
校
５
年
生
）

　
藤
家
　
花
奈
　
（
播
磨
南
小
学
校
５
年
生
）

　
柴
田
　
彩
葉
　
（
蓮
池
小
学
校
５
年
生
）※

　
原
山
　
清
彩
　
（
蓮
池
小
学
校
５
年
生
）

　
田
中
　
陽
央
梨
（
播
磨
南
小
学
校
４
年
生
）

　
村
上
　
凪
沙
　
（
播
磨
南
小
学
校
４
年
生
）

　
菊
地
　
真
央
　
（
播
磨
小
学
校
３
年
生
）

　
寺
若
　
登
希
　
（
播
磨
小
学
校
３
年
生
）

　
平
野
　
巧
麻
　
（
播
磨
小
学
校
３
年
生
）

　
髙
橋
　
嬉
多
　
（
播
磨
西
小
学
校
３
年
生
）

　
五
角
　
咲
柚
　
（
播
磨
南
小
学
校
３
年
生
）

　
鈴
木
　
湊
　
　
（
播
磨
南
小
学
校
３
年
生
）

　
黒
石
　
光
莉
　
（
播
磨
小
学
校
２
年
生
）

　
長
濵
　
ひ
い
ろ
（
播
磨
小
学
校
２
年
生
）

　
岩
崎
　
想
　
　
（
蓮
池
小
学
校
２
年
生
）

　
谷
口
　
創
　
　
（
蓮
池
小
学
校
２
年
生
）

　
藤
原
　
朔
杜
　
（
蓮
池
小
学
校
２
年
生
）

※

の
受
賞
者
の
作
品
は
公
益
財
団
法
人
図
書
館
振
興
財
団
主
催

の「
第
29
回
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」（
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
）へ
推
薦
し
ま
し
た
。

▲町長賞受賞作品の表紙

「自分らしく楽しく健康に生きる」ことを支援するために

第
48
回
播
磨
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

を
新
島
コ
ー
ス
で
開
催

　
１
月
25
日
、
播
磨
町
の
冬
の
風
物
詩
「
第
48

回
播
磨
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
を
開
催
し
、

１
４
０
０
人
を
超
え
る
ラ
ン
ナ
ー
が
各
部
門
に

分
か
れ
て
疾
走
し
ま
し
た
。

　
ゲ
ス
ト
に
は
益
子
直
美
さ
ん
（
元
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
）
を
お
迎
え
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
に
は
飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
参
加

者
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
開
催
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
皆
さ
ま
な
ら
び
に
協
賛
企
業
各
社
に
改

め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
別
協
賛
】
但
陽
信
用
金
庫

【
協
賛
】
株
式
会
社
リ
ョ
ー
サ
ン 

他
23
社

　
詳
し
く
は
、
播
磨
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

問
協
働
推
進
課

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
５
６
５

問

ご寄附を活用し、安全・安心なまちづくりを推進してまいります

問

ハ
リ
マ
防
災
株
式
会
社

（
本
社
所
在
地
：
明
石
市
）

明
石
エ
リ
ア
を
中
心
に

防
災
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

に
向
け
た
ト
ー
タ
ル
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
会
社
で
す
。

企業版ふるさと納税
（地方創生応援税制）
について　　　　　

播磨町ホームページ
ロードレース大会
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ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
届
け
す
る協

働
推
進
課
住
民
協
働
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
４

ま
ち
ア
ド
通
信

多様な参加でつくる地域の取り組み

【まちづくりアドバイザーとは】　播磨町では、多様化・複雑化する地域の課題やニーズに、より細かく対応するため、
2020年度より「まちづくりアドバイザー」を配置しています。自治会活動やコミュニティ活動、自主的なまちづくり活動に
ついて専門的な視点から支援します。

ィ
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
て
い
る
方
な
ど
約

１
０
０
人
が
集
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
さ
に
多
様
な
立
場
の

方
の
参
加
で
つ
く
る
地
域
行

事
で
、
多
く
の
方
が
「
楽
し

か
っ
た
」
と
話
さ
れ
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
野
添

コ
ミ
セ
ン
に
限
ら
ず
町
内
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た

多
様
な
参
加
で
つ
く
る
地
域

の
取
り
組
み
が
進
み
つ
つ
あ

り
ま
す
。
毎
月
発
行
さ
れ
る

コ
ミ
セ
ン
だ
よ
り
に
も
そ
う

し
た
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
『
ふ
る
さ
と
彩
は
っ
け
ん
』

（
３
ペ
ー
ジ
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
る
ク
イ
ズ
、
多
く
の
方

に
ご
応
募
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

感
想
は
大
切
に
読
ん
で
、
今
後

の
広
報
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
『
声
の
広
報
』
を
お
聞
き
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

広
報
は
り
ま
の
内
容
を
音
声
で

お
届
け
し
て
い
ま
す
。
声
を
吹

き
込
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
る
の

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
の
ぎ
く
」
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
も
う
す
ぐ
広
報
見
習
い
に
な

っ
て
１
年
。
広
報
紙
は
、
役
場

の
広
報
担
当
だ
け
で
な
く
、
ま

ち
の
み
ん
な
で
つ
く
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
再
発
見
す
る
こ
の
頃

で
す
。
感
謝
。
　
　
　
（
藤
）

▲益子直美さんとステージで語りました

▶まだ冷たい風の中にも、どこかやわらかな陽ざ
しが感じられるようになりました。日ごとに春の
足音が近づき、まちの景色も少しずつ表情を変え
ています。大中遺跡公園の梅林も、枝先のひとつ
ひとつの蕾が膨らみを増しています。「東風吹かば
　にほひおこせよ　梅の花　主なしとて　春な忘
れそ」お花見といえば「桜」を思い浮かべる方が多
いと思いますが、どの花よりも先に咲く「花の兄」
も風情がありますね。梅干しも大好きです！穏や
かな日に、散歩がてら梅見に出かけてみませんか。
▶年明けの箱根駅伝に始まり、サッカー、ラグビー、
アメリカンフットボール、そしてマラソン。筋書
きのないドラマに片時も目が離せません。真冬を
盛り上げるウインタースポーツは枚挙に暇があり
ませんが、なかでも胸に深く響いたのはミラノ・
コルティナ2026冬季オリンピック。雪と氷が解
けるほどの熱い感動を遠くイタリアからいくつも
いただきました。ひたむきに頑張る姿には本当に
心が洗われます。
　播磨町でも、１月25日に第48回ロードレース
大会を開催しました。遠くは富山県や岐阜県から
お越しいただいた方もいらっしゃいました。大勢
のランナーが、潮風を存分に受け、新島を駆け抜
けました。自分の限界に挑戦した方、仲間と一緒
に楽しまれた方、走り終えたみなさんの笑顔はと
ても晴れやかでした。大会に協賛いただいた企業
の方々、交通規制にご協力いただいた新島の会社
のみなさま、そして運営にご尽力いただいた関係
各位、すべての方々に厚くお礼申し上げます。
　ゲストの益子直美さんとのトークでは、「監督が
怒ってはいけない大会」の話が心に響き思わず目
頭が熱くなりました。怒るのではなく褒めて主体
性やチャレンジする心を育む大切さを改めて感じ
ました。でもときには伝え方を工夫しながら、厳
しく叱るのも愛情の一つとして必要な場面がある
のかもしれませんね。
▶この広報がみなさまのお手元に届くのは、ちょ
うど二十四節気の「雨水」を過ぎた頃でしょうか。
降る雪が雨に変わるとされるこの時季、卒業を控
え、受験という人生の大きな関門に臨んでいる方
もたくさんいると思います。「雪に耐えて梅花麗
し」厳しい寒さを乗り越えてこそ、梅の花は美しく
咲く。つまり、“苦労の先にこそ、本当の美しさや
価値がある”という意味です。春は必ずやってきま
す。どうか自分を信じて前に進んでください。フ
ァイト受験生！
　そういえば、「学問の神様」も梅にゆかりがあり
ましたね。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
宣
言

の
冒
頭
に
は
「
わ
た
し
た
ち

は
播
磨
町
の
未
来
に
向
か
っ

て
、
み
ん
な
で
考
え
、
み
ん

な
で
話
し
合
い
、
み
ん
な
の

力
を
合
わ
せ
て
、
人
と
人
が

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
宣
言
し
ま

す
。
」
と
あ
り
ま
す
。
孤
独
・

孤
立
対
策
や
居
場
所
づ
く
り

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
人
と

人
が
つ
な
が
る
ま
ち
に
向
け

て
様
々
な
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。
例
え
ば
野
添
コ

ミ
セ
ン
で
は
毎
年
成
人
の
日

に
「
新
春
の
集
い
」
と
し
て
、

歩
こ
う
会
と
と
ん
ど
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
準

備
予
定
だ
っ
た
前
日
が
強
風

の
た
め
、
や
ぐ
ら
は
組
み
上

げ
ら
れ
ず
、
急
遽
当
日
の
朝

か
ら
や
ぐ
ら
を
組
み
立
て
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
に

は
自
治
会
や
各
種
団
体
か
ら
、

あ
て
職
で
参
加
さ
れ
て
い
る

方
も
い
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
播
磨
町
で
は
町
制
60
周
年
の
令
和
４
年
に
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
宣
言
を
発
出
し
ま
し
た
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
い
で
す
が
、
さ
さ
や
か
な
が
ら

地
域
で
の
変
化
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

▲野添コミセンとんどの様子

大
好
き
　な
か
よ
し
家
族
〜
異
年
齢
交
流
を
通
し
て
〜

蓮池幼稚園

　
年
少
、
年
中
、
年
長
児
が
交

流
す
る
〝
な
か
よ
し
家
族
〞
を

４
月
に
決
め
、
一
年
間
、
い
ろ

い
ろ
な
関
わ
り
を
深
め
て
き
ま

し
た
。

　
年
長
児
は
、
初
め
は
年
少
、

年
中
児
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る

と
よ
い
か
迷
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、「
一
緒
に
体
操
し
よ

う
」
と
声
を
掛
け
て
優
し
く
手

を
引
い
た
り
、「
ど
の
絵
本
に

す
る
？
」
と
絵
本
を
借
り
る
手

伝
い
を
進
ん
で
し
た
り
、
関
わ

り
方
を
考
え
る
姿
が
見
ら
れ
る

よ
う
な
っ
て
き
ま
し
た
。
交
流

す
る
機
会
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、

相
手
へ
の
思
い
が
膨
ら
み
、
し
た

い
遊
び
の
時
間
に
声
を
掛
け
て
遊

び
に
誘
っ
た
り
、
運
動
会
や
音
楽

会
の
取
り
組
み
の
様
子
を
見
て
、

な
か
よ
し
家
族
の
頑
張
り
を
言
葉

で
伝
え
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
年
少
、
年
中
児
は
年
長
児
へ
の

憧
れ
の
気
持
ち
、
年
長
児
は
相
手

を
思
う
優
し
い
気
持
ち
が
育
っ
て

い
ま
す
。

　
一
年
間
の
関
わ
り
を
通
し
て
こ

れ
か
ら
も
人
を
思
う
心
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。▲“ジャンケンポン!! 楽しいね”

▲一緒に体を動かす楽しさを感じています

あんぜん・あんしん暮らしのメモ帳
播磨町消費生活センター☎079-435-1999

お電話ご来訪どちらでもご相談ください。
ご来訪の場合、産業環境課窓口にお声がけください。
▶相談日時　※専門の相談員が相談に応じます。
毎週月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

９時～12時　13時～16時

副
業
サ
イ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル

事
例

　
ネ
ッ
ト
で
「
イ
イ
ネ
を
す
る
だ
け
で
月
１
０

０
万
円
稼
げ
る
」
と
あ
る
副
業
の
広
告
を
見
つ

け
た
。
簡
単
そ
う
だ
と
思
っ
て
登
録
を
し
た
ら
、

サ
イ
ト
か
ら
「
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
を
契
約
す
れ

ば
簡
単
に
稼
げ
ま
す
よ
。
」
と
勧
め
ら
れ
た
。

お
金
が
な
い
と
断
る
と
、
「
消
費
者
金
融
で
借

金
を
す
る
方
法
を
教
え
ま
す
。
借
金
し
て
も
す

ぐ
に
元
は
取
れ
ま
す
」
と
説
得
さ
れ
て
、
誘
導

さ
れ
る
ま
ま
に
、
消
費
者
金
融
か
ら
１
０
０
万

円
を
借
り
て
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
全

然
儲
か
ら
な
い
。
消
費
者
金
融
の
返
済
が
苦
し

い
。
解
約
し
て
返
金
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
契
約
当
事
者
：
20
代
　
女
性
）

ひ
と
こ
と
助
言

●「
誰
で
も
簡
単
に
稼

げ
る
」
副
業
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
簡
単
に
儲
か
る
副
業
は
あ
り
ま
せ
ん

●「
短
時
間
で
簡
単
に
稼
げ
る
」「
放
置
し
た
ま
ま

で
高
額
報
酬
」「
す
ぐ
に
元
が
取
れ
る
か
ら
大

丈
夫
」な
ど
と
、投
資
や
副
業
の
も
う
け
話
を

す
す
め
ら
れ
た
ら
、ま
ず
は
疑
い
ま
し
ょ
う

●
遠
隔
操
作
ア
プ
リ
を
悪
用
し
て
借
金
を
さ
せ

る
手
口
が
あ
り
ま
す
。
遠
隔
操
作
ア
プ
リ
は

安
易
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

●
契
約
後
に
事
業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な

り
、
解
約
や
返
金
の
交
渉
が
出
来
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
一
旦
支
払
っ
た
お

金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
で

す
。
安
易
に
契
約
す
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う

「必ず儲かる」は嘘‼
高額支払いになるトラブルが増加しています。

まちの話題、行政のうごきや新しいニュース TOWN　NEWS まちの話題、行政のうごきや新しいニュース
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地域のつながりと防災～誰一人取り残さない防災・減災～

令
和
７
年
度
播
磨
町
自
主
防
災
組
織

合
同
研
修
会

　
12
月
13
日
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
自
主
防

災
組
織
合
同
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
会
は
、
平
時
か
ら
の
つ
な
が
り
と
い
う
観
点

か
ら
、
孤
独
・
孤
立
対
策
に
つ
い
て
も
盛
り
込
ん

だ
内
容
で
行
い
ま
し
た
。
研
修
会
に
は
自
主
防
災

組
織
の
ほ
か
、
消
防
団
、
民
生
児
童
委
員
、
学
校

長
な
ど
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
研
修
会
は
、
松
川
杏
寧
さ
ん
（
兵
庫

県
立
大
学
大
学
院
　
准
教
授
）
に
、
事
例
紹
介
を

交
え
な
が
ら
発
災
時
の
対
応
や
災
害
時
に
配
慮
が

必
要
な
人
に
向
け
た
個
別
避
難
計
画
な
ど
に
つ
い

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
田
東
部
連
合
自
治
会
自
主
防
災
会
に

よ
る
防
災
訓
練
の
報
告
や
、
兵
庫
ヤ
ク
ル
ト
販
売

株
式
会
社
、
播

磨
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
播
磨

町
健
康
福
祉
課

に
よ
る
播
磨
町

の
つ
な
が
り
づ

く
り
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

問
危
機
管
理
課

☎
０
７
９-

４

３
５-

０
９
９

１ 問

播磨町人権・同和教育研究協議会の研究大会を開催しました

「シニア」から「ハイシニア」へ！いくつになっても元気に試合

播
磨
町
人
権・同
和
教
育
研
究
協
議
会

（
通
称
　播
同
協
）第
47
回
研
究
大
会

　
播
磨
町
で
の
人
権
教
育
・
啓
発
に
関
す
る
最
大

の
行
事
で
あ
る
播
同
協
の
研
究
大
会
が
２
月
７
日

に
播
磨
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
２
５
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
『
人
権
・
同
和
教
育
の
実
践
を
踏
ま
え
、

ふ
れ
あ
い
と
対
話
・
交
流
を
深
め
る
学
習
を
通
し

て
、
確
か
な
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
日
常
活

動
に
つ
な
げ
よ
う
。
』
を
テ
ー
マ
と
し
、
４
分
野

（
地
域
、
学
校
園
、
社
会
教
育
団
体
、
職
域
団

体
）
か
ら
５
団
体
（
本
荘
古
田
南
自
治
会
、
蓮
池

こ
ど
も
園
、
蓮
池
小
学
校
、
女
性
推
進
、
町
職
員

推
進
）
が
実
践
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
分
野
毎
に

分
か
れ
て
参
加
者
同

士
の
意
見
交
換
や
、

所
属
す
る
団
体
や
地

域
で
の
課
題
や
、
そ

れ
に
対
す
る
取
り
組

み
の
紹
介
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
、
よ
り
人

権
に
対
す
る
学
習
を

深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

問
地
域
学
校
教
育
課
地
域
教
育
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
０
３

問

第
27
回
播
磨
町
長
杯
ハ
イ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
23
日
、
ハ
リ
マ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
が
主
催
す
る
第
27
回
播
磨
町
長
杯
ハ
イ
シ
ニ

ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
招
待
チ
ー
ム
と
し
て
播
磨
中
学
校
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
も
試
合
に
参
加
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ハ
リ
マ
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
中
尾

安
夫
監
督
は
、
「
今
年
か
ら
高
齢
で
も
参
加
し
や

す
い
「
ハ
イ
シ
ニ
ア
」
の
大
会
に
変
わ
り
ま
し
た
。

88
歳
の
メ
ン
バ
ー
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
、

ま
だ
ま
だ
元
気
に
試
合
し
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

問
企
画
課
秘
書
広
報
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
５
６

問

町長は始球式を務めました▶

1213
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